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■地域ふくしプラン成果指標一覧表
評価点５ 評価点４ 評価点３ 評価点２ 評価点１

※令和２年９月３０日（上半期実績） 達成度 達成度 達成度 達成度 達成度
100％以上 80-99％ 50-79％ 20-49％ 20％未満

全30件中30件の内訳 12 件 4 件 6 件 3 件 5 件 合計 30 件

※「青字」：KPI目標設定シート（H28.10.31政策推進課への提出データ）

件数等 達成率 評価点

　福祉学習参加者数 人 2,038 2,200 1,979 2,428 3,235 3,233 621 19% 1 3,200 3,200 市社協地域福祉課 ○

　手話奉仕員登録者数 人 143 145 148 140 160 155 174 104% 5 167 167
障害福祉課
（市社協ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
支援室）

○

　要約筆記奉仕員登録者数 人 54 63 45 45 45 45 45 43% 2 104 104
障害福祉課
（市社協ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
支援室）

○

　点訳・音訳奉仕員養成講座受講者数 人 197 212 237 259 289 311 340 102% 5 332 332 障害福祉課 ○

　ゲートキーパー人数 人 923 1,051 1,396 1,686 2,246 2,737 2,775 213% 5 1,300 1,300 健康増進課

　はつらつポイント登録者数 人 2,838 3,600 4,413 5,504 6,487 0 0 0% 1 11,500 11,500 健康増進課 ○ ○

　はつらつ健幸ポイント新規参加者数 人 - - - - - 1,127 1,428 79% 3 1,800 1,800 健康増進課 ○ ○

　ボランティア登録者数 人 15,217 15,555 16,704 19,843 19,303 19,565 19,518 113% 5 17,200 17,200 市社協地域福祉課 ○

　災害ボランティア登録者数 人 187 210 860 828 746 704 715 199% 5 360 360 市社協地域福祉課

　認知症サポーター養成数（累計） 人 13,213 14,680 16,396 18,606 20,195 21,464 21,782 97% 4 22,500 22,500 高齢者総合支援課 ○ ○

 ファミリー・サポート・センター提供会員数
（両方会員含む）

人 364 370 377 378 382 363 358 90% 4 400 400 こども・若者応援課
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【上半期】広報紙（社協だより）に掲載するとともに、啓発チラシを作成し配布するなど周知を行っ
た。新型コロナウイルス感染予防対策により例年に比べ実施する学校等が減少。

【下半期】福祉学習依頼先と学習内容を協議しながら、希望に沿った学習を実施する。

【上半期】手話奉仕員派遣事業を実施
【下半期】引き続き手話奉仕員派遣事業を実施

【上半期】要約筆記奉仕員派遣事業を実施
【下半期】引き続き要約筆記奉仕員派遣事業を実施

【上半期】音訳,点訳奉仕員養成講座を実施
【下半期】引き続き音訳,点訳奉仕員養成講座を実施
宇部志立市民大学共生社会学部に点訳及び音訳に関する講座を設け、市民に点訳及び音訳
への関心を図る

【上半期】身近な人の悩みに気づき支援につなげるゲートキーパーを養成
                       ゲートキーパー講座2回実施 38人受講
【下半期】

【上半期】災害ボランティアに関する情報発信を随時行なうことで、市民の意識啓発に努めた。

【下半期】災害ボランティアに関する情報発信を随時行なうことで、市民の意識啓発に努める。

【上半期】8回実施　318人養成（地域5回、小学校1回、専門学校2回）
【下半期】

【上半期】山口県のＰＲ強化月間に合わせて、広報うべに周知記事を掲載。会報を作成し会員へ
配布。

【下半期】イベントで周知啓発を行う。チラシの配布・子育てメール等で周知を行う。

【上半期】
【下半期】

【上半期】４月広報よりも身近な「地区だより」でポイント事業告知
　　　　　　 ５月２７日令和2年度はつらつ健幸ポイント参加者募集開始
           早期入会ポイントの創設
           インセンティブ見直し（クオカードに加えて、図書カード、JCBギフトカードを追加）
【下半期】

【上半期】広報紙（社協だより）やホームページ等により周知を行った。コロナ禍において活動が減
少する中、８月1日には「ボランティア・市民活動の魅力再発見フォーラム」を開催し、意識醸成を
図った。
【下半期】ボランティア講座の実施等により、登録数の増加を図る。広報紙（社協だより）やホーム
ページ等により周知を行う。

主要施策成果説明書
から記載
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件数等 達成率 評価点

　保健・医療・福祉の連携強化による
　地域ケア事業数

事業 7 8 12 14 15 15 15 115% 5 13 13 高齢者総合支援課 ○

　ふれあい・いきいきサロン実施箇所数 か所 54 62 82 84 84 94 97 95% 4 102 102 市社協地域福祉課 ○

　地域福祉活動拠点「ご近所福祉サロン」
の立ち上げ数

か所 16 18 23 25 31 34 35 58% 3 60 60 市社協地域福祉課 ○

　地域福祉活動拠点参加者数（延べ人数） 人 28,792 44,636 49,250 41,814 92,502 93,219 39,059 32% 2 123,800 123,800 市社協地域福祉課 ○

　地域であんしん見守り愛ネット
　登録団体数（累計）

団体 18 30 33 46 52 56 56 70% 3 80 80 高齢者総合支援課

　地域見守り・支え合い体制
　推進事業実施校区数

校区 7 9 15 16 19 19 24 100% 5 24 24 市社協地域福祉課

　障害者施設入所から共同生活援助等へ
　地域移行した人数（累計）

人 82 104 120 159 174 203 0% 1 122
122

(155)
障害福祉課 ○

　うべ協育ネット推進協力校区数
  （中学校校区数）

校区 5 10 11 12 12 12 12 100% 5 12 12 市教委コミュニティスクール推進課 ○

　放課後子ども教室年間参加児童数 人 18,053 20,217 21,944 26,865 26,794 18,536 3,256 16% 1
20,000

(20,300)
20,000

(20,300)
市教委コミュニティスクール推進課 ○ ○

　生活保護世帯の高校進学率 ％ 92.6 90.3 86.1 81.5 95.0 93.5 0.0 0% 1 100.0 100.0 生活支援課 〇
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【上半期】⑬まちなか保健室　利用者数：577人　　⑭リハ職の派遣事業　受講者数：10人
【下半期】

【上半期】コロナの影響で自粛や休所となるなか、感染予防対策や代わりの活動方法等の情報提
供を行い、運営支援を行うとともに、地区社協連絡協議会等で周知をする等立ち上げ支援を
図った。
【下半期】上期同様に、コロナ感染予防と並行し啓発を行っていく。

【上半期】コロナの影響で自粛や休所となるなか、感染予防対策や代わりの活動方法等の情報提
供を行い、運営支援を行うとともに、地区社協連絡協議会等で周知をする等立ち上げ支援を
図った。
【下半期】上期同様に、コロナ感染予防と並行し啓発を行っていく。
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【上半期】地域移行支援利用の促進
【下半期】

【上半期】全中学校区に設置した協育ネットを通じ、学校・家庭・地域が連携して、学校支援、家
庭教育支援等を推進するとともに、小中一貫教育との連携を強化した。
【下半期】同上

【上半期】ＩＣＴや宇宙教育、英語教育の特色ある教室では、屋外での教室開催、分散開催及び
オンラインを使用した教室の実施など、コロナの状況に応じた教室に取り組んだ。
【上半期】引き続きコロナの状況に応じた教室に取り組んでいく。また、コロナの影響を受けやすい
事業規模の小さな教室の支援を強化する。

【上半期】コロナにより活動・参加者が減少。社協ホームページに地図からサロンを探せる仕組み
を構築し、周知活動の強化に取り組んだ。
【下半期】上記サロンマップを社協だより等により周知するとともにサロン情報の充実、啓発に取り
組む。

【上半期】見守り愛ネット事業の周知啓発、団体登録の募集（ホームページ、チラシ）
【下半期】

【上半期】地区社協連絡協議会等において、助成金の周知を行った。コロナの影響により地域で
の検討会議が開催しにくい状況にあった。
【下半期】研修会やフォーラムの開催により、先駆事例の情報提供を行うとともに、関係機関と連
携し支援を行う。

【上半期】　生活困窮者自立支援事業での学習会参加を促し、就学生活支援員やケースワー
カーによる個別支援を行った。
【下半期】

Ｒ２件数については
各病院からの報告が
年度末に報告予定の
ため件数未定です
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件数等 達成率 評価点

　「やまぐち結婚応縁センター」
　市民登録者数（累計）

人 - 90 224 206 689 837 983 149% 5 660 660 こども・若者応援課 ○

　ハイリスク基準に該当する
　妊産婦への支援率

％ 69.6 100.0 83 100.0 100.0 100 100 100% 5 100.0 100.0 こども・若者応援課 ○

　市内の生後3か月までの
　赤ちゃん訪問率

％ 95.2 98.5 100.0 100.0 100.0 100 94 94% 4 100.0 100.0 こども・若者応援課 ○

　子育て支援拠点事業
　利用者数（年間）

人 44,610 53,264 54,849 70,670 65,121 57,308 8,919 12% 1 76,400 76,400 こども・若者応援課 ○ ○

　生活相談新規受付延べ件数 人 - 353 626 870 1,114 2,845 1,654 62% 3 2,670 2,670
地域福祉・指導監査課
（市社協生活支援課）

　生活相談課題解決延べ件数 人 - 292 578 786 987 1,248 1,510 72% 3 2,083 2,083
地域福祉・指導監査課
（市社協生活支援課）

　バリアフリー施設登録店舗数 か所 52 60 56 57 57 59 63 79% 3 80 90 障害福祉課 ○

　自主防災会との
　避難支援協定締結数

協定 4 11 20 24 24 24 24 100% 5 24 24 地域福祉・指導監査課

　刑法犯認知件数（暦年） 件 1,155 1,110 858 862 734 674 293 33% 2 885 885 市民活動課

　小中学校施設耐震化率 ％ 79.6 85.9 90.1 90.3 96.7 97.4 97.4 100% 5 97.4
97.4
100

市教委施設課 ○ ○
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【上半期】県のイベントにあわせ、周知を行った。
【下半期】同上

【上半期】妊娠届出時等で把握したハイリスク基準に該当する妊産婦に対して継続して支援を
行った。
【下半期】

【上半期】赤ちゃん訪問員や保健師・看護師が生後3か月までの乳児に対して、ハートつながる
ブックスタート事業と合わせて家庭訪問し子育て支援を行った。
【下半期】

【上半期】市子育てサークルの委託（4か所）、民間つどいの広場への補助（2か所）、子育て支援
センター直営（1か所）のほか、自主育児サークル等への支援（5か所）を実施。
【下半期】同上

【上半期】住居確保給付金のチラシを宇部市総合福祉会館等に整備するとともに、社協だよりや
社協HPにてセンターの周知啓発を行った。社会福祉協議会の社会資源（貸付）を有効活用でき
るよう制度に関する学習会の機会を作り、連携強化に努めた。
【下半期】宇部市認定相談員への事業説明によりセンターの周知啓発を行い、なんでも相談員と
の連携強化を図る。社協だよりや社協HPにてセンターの周知啓発を行い、相談者の発掘に努め
る。

【上半期】市民、事業者、宇部警察署、防犯団体等と連携しながら、啓発チラシの配布など犯罪
抑止に向けた取り組みを展開した。
【下半期】市民、事業者、宇部警察署、防犯団体等と連携しながら、啓発チラシの配布など犯罪
抑止に向けた取り組みを展開する。

【上半期】体育館３棟建設中
【下半期】

【上半期】プラン作成前に関係機関と連携して、相談者の抱える課題についての掘り起こしを十分
行うとともに課題に関する解決策について協議し、早期に課題解決を図った。
【下半期】プラン作成前に関係機関と連携して、相談者の抱える課題についての掘り起こしを十分
行うとともに課題に関する解決策について協議し、早期に課題解決を図る。県や国による研修や
ひきこもりに関する研修会に参加し、スキルアップを図る。

【上半期】バリアフリー化の取り組みをしている市内事業所を登録し、市ホームページに掲載した
【下半期】事業所等を訪問し、バリアフリー施設への登録について協力を依頼

平成29年に全校区の自主防災会と協定締結済み
年度ごとに災害時要援護者登録者名簿の更新を行い、最新の情報を共有することで災害時の
支援体制を整えていく。


